
柳沢公民館	 柳沢 1 ｰ15 ｰ 1	 ☎ 042・464・8211	 kouminkan@city.nishitokyo.lg.jp
田無公民館	 南町 5 ｰ 6 ｰ 11	 ☎ 042・461・1170	 tana-kou@city.nishitokyo.lg.jp
芝久保公民館	 芝久保町5 ｰ 4 ｰ 48	☎ 042・461・9825	 shiba-kou@city.nishitokyo.lg.jp

谷戸公民館	 谷戸町１ー 17 ｰ２	 ☎ 042・421・3855	 yato-kou@city.nishitokyo.lg.jp
ひばりが丘公民館	ひばりが丘２ｰ３ｰ 4	 ☎ 042・424・3011	 hibari-kou@city.nishitokyo.lg.jp
保谷駅前公民館	 東町３ｰ14 ｰ 30	 ☎ 042・421・1125	 ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

柳沢公民館	 柳沢 1 ｰ15 ｰ 1	 ☎ 042・464・8211	 kouminkan@city.nishitokyo.lg.jp
田無公民館	 南町 5 ｰ 6 ｰ 11	 ☎ 042・461・1170	 tana-kou@city.nishitokyo.lg.jp
芝久保公民館	 芝久保町5 ｰ 4 ｰ 48	☎ 042・461・9825	 shiba-kou@city.nishitokyo.lg.jp

谷戸公民館	 谷戸町１ー 17 ｰ２	 ☎ 042・421・3855	 yato-kou@city.nishitokyo.lg.jp
ひばりが丘公民館	ひばりが丘２ｰ３ｰ 4	 ☎ 042・424・3011	 hibari-kou@city.nishitokyo.lg.jp
保谷駅前公民館	 東町３ｰ14 ｰ 30	 ☎ 042・421・1125	 ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

令和2（2020）年

第224号 毎月発行
編集  公民館だより編集室
発行  西東京市公民館

1月 1日

毎月第４月曜日は休館日です

西東京市 今月号の内容
２面…	現代社会を考える講座、ハンディキャップ講座、

異世代交流、子どもの課題を考える講座、郷土
史講座ロビー展示・公開講座　ほか

３面…学習支援保育申請受付　ほか

上保谷新田の招魂塔
西東京市新町の共同墓地（3 面参照）

作画：根津真雄

新
時
代
幕
開
け
へ
の
期
待
と
現
実

　

大
政
奉
還
の
翌
年
、
一
八
六
八
年

7
月
、
江
戸
は
東
京
と
変
わ
り
、
９

月
に
は
明
治
と
改
元
、
新
し
い
地
方

制
度
が
定
ま
り
ま
し
た
。
西
東
京
市

を
含
む
東
京
隣
接
の
四
百
余
カ
村
は
、

明
治
２
年
２
月
か
ら
品
川
県
と
さ
れ
、

仮
の
県
庁
舎
は
日
本
橋
浜
町
に
置
か

れ
ま
し
た
。
知
事
は
、
佐
賀
県
出
身

の
古
賀
定
雄
で
、
新
政
府
の
方
針
を

徹
底
す
る
こ
と
に
懸
命
で
し
た
。
幕

末
期
か
ら
の
経
済
・
社
会
の
混
乱
で

人
々
の
生
活
難
は
続
い
た
た
め
、
当

初
の
「
御
一
新
」
へ
の
期
待
は
う
す

れ
、
全
国
的
に
百
姓
一
揆
が
急
増
し

ま
し
た
。

武
蔵
野
新
田
村
と
養や

し
な
い
り
ょ
う
き
ん

料
金
制
度

　
「
門
訴
」
を
行
っ
た
の
は
、
武
蔵

野
新
田
村
の
中
の
12
カ
村
、
現
在
の

西
東
京
市
・
小
金
井
市
・
武
蔵
野
市
・

小
平
市
・
国
分
寺
市
・
東
久
留
米
市

に
あ
っ
た
村
々
の
百
姓
た
ち
で
す
。

　

武
蔵
野
新
田
は
江
戸
時
代
の
中
期
、

享き
ょ
う
ほ
う保

・
元げ

ん
ぶ
ん文

の
頃
（
18
世
紀
前
半
）

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は

火
山
灰
が
堆
積
し
た
痩
せ
地
で
、
土

に
も
水
に
も
恵
ま
れ
ず
、
肥
料
や
牛

馬
の
飼
料
を
得
る
た
め
の
草
刈
り
場

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
財
政
改

革
を
め
ざ
す
八
代
将
軍
吉
宗
と
、
関

東
地じ

か
た方

御
用
の
大
岡
忠た

だ
す
け相

の
強
い
指

示
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
も
の
の
、
す

ぐ
に
大
凶
作
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
救
っ
た
の
が
、
押お

し
た
て立
村
（
現
府

中
市
）の
有
力
名な

ぬ
し主

、
川
崎
平へ

い
え
も
ん

右
衛

　

御
門
訴
事
件
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
明
治
３
年
１
月
（
旧
暦
）、
飢き

き
ん饉
対
策
と
し
て
食
糧
の
備

蓄
の
負
担
を
課
し
た
品
川
県
に
対
し
て
、
上か

み
ほ
う
や
し
ん
で
ん

保
谷
新
田
（
現
東
伏
見
五
丁
目
、
柳
沢
二
～
四
丁
目
、

新
町
一
～
六
丁
目
に
か
け
て
の
地
域
）を
含
む
12
カ
村
の
百
姓
た
ち
が
、
全
廃
を
求
め
て
県
庁
前

で
「
門
訴
」を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
事
件
か
ら
150
年
に
な
り
ま
す
。
学
習
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
こ
の
事

件
を
伝
え
て
い
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
増
田
惠
津
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

門
で
、
幕
府
か
ら
資
金
を
借
り
受
け

て
入
手
し
た
肥
料
を
百
姓
に
配
り
、

収
穫
物
を
納
め
さ
せ
る
と
い
う
養
料

金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
形
を
変
え
な
が
ら
も
武
蔵
野
新

田
村
の
保
護
政
策
と
し
て
、
幕
末
ま

で
続
い
て
い
ま
し
た
。

品
川
県
の
社
倉
政
策
と
武
蔵
野
新
田

　

明
治
２（
一
八
六
九
）年
11
月
、
品

川
県
は
飢
饉
に
備
え
る
た
め
と
称

し
て
新
し
い
社
倉
政
策
を
発
表
し
ま

し
た
。
社
倉
と
は
、
飢
饉
に
備
え
て
、

雑
穀
等
を
蓄
え
て
お
く
倉
、
お
よ
び

そ
の
制
度
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代

は
、
餓
死
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
、

余
裕
の
あ
る
百
姓
が
自
主
的
に
稗ひ

え

や

き
び
を
備
蓄
し
て
村
が
管
理
し
、
飢

饉
の
時
に
貧
し
い
百
姓
に
与
え
て
い

ま
し
た
。
田
無
の
名
主
だ
っ
た
下

田
家
の
敷
地
内
に
は
、
今
も
稗
倉
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
品
川
県
の
社
倉
政

策
は
、
県
下
の
百
姓
全
員
に
一
律
に

米
か
現
金
に
換
え
て
拠
出
さ
せ
、
県

が
管
理
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

県
は
、
同
時
に
養
料
金
制
度
の
廃
止

も
通
知
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
３
年
続
き
の
凶
作
の
最
中

で
、
新
た
な
増
税
で
あ
る
と
反
対
し

た
の
が
、
82
カ
村
あ
る
武
蔵
野
新
田

村
の
中
の
13
カ
村
で
し
た
。

　

県
役
人
は
田
無
村
に
再
三
出
向
い

て
、
13
カ
村
の
村
役
人
（
名
主
・
年

寄
り
・
百
姓
代
・
組
頭
）を
集
め
て

説
得
し
ま
し
た
が
、
小こ

ま
え前
（
役
の
つ

い
て
い
な
い
百
姓
）が
強
く
反
対
し

た
た
め
、
県
の
勧
農
方
は
譲
歩
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
古
賀
知

事
は
断
固
と
し
て
こ
れ
を
認
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
時
、
田
無
村
が
抜

け
、
12
月
20
日
、
残
り
12
カ
村
の
代

表
は
関
野
新
田
（
現
小
金
井
市
）の
真

蔵
院
に
集
ま
り
相
談
、
団
結
の
議
定

書
に
連
印
し
、
県
に
嘆
願
し
ま
し
た
。

　

古
賀
知
事
は
す
ぐ
に
惣そ

う
だ
い代
の
名
主
、

関
前
新
田
の
井
口
忠ち

ゅ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、
上

保
谷
新
田
の
平
井
伊い

ざ
え
も
ん

左
衛
門
、
野
中

新
田
の
高
橋
定さ

だ
え
も
ん

右
衛
門
の
3
人
を
呼

び
出
し
て
説
得
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

高
橋
定
右
衛
門
は
病
気
で
代
理
人

を
立
て
、
他
の
２
人
は
県
庁
へ
参
上

し
ま
し
た
が
承
知
し
な
か
っ
た
た

め
、
軟
禁
状
態
の
「
宿
預
け
」
と
さ

れ
ま
し
た
（
費
用
は
本
人
が
負
担
）。

こ
れ
に
反
発
し
た
小
前
た
ち
は
県

庁
前
で
の
「
門
訴
」
を
決
意
し
て
、

12
月
28
日
、
田
無
村
の
通
称
八は

っ
た
ん
ぼ

反
歩

（
現
南
町
六
丁
目
）を
出
発
し
ま
す
が
、

県
役
人
と
名
主
の
下
田
半は

ん
べ
え

兵
衛
に
説

得
さ
れ
、「
訴
え
は
わ
か
っ
た
」と
い

う
言
葉
に
期
待
し
て
、
引
き
返
し
ま

し
た
。

　
今
か
ら
150
年
前
の
正
月

　
　
　
　
～
門
訴
の
決
行

　　

翌
明
治
３
年
１
月
８
日
、
宿
預
け

の
名
主
２
人
が
戻
ら
な
い
中
、
12
カ

村
の
村
役
人
全
員
が
県
庁
に
呼
び
出

さ
れ
ま
し
た
。
古
賀
知
事
の
説
得
を

受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
も

宿
預
け
と
さ
れ
ま
し
た
。
村
役
人
た

ち
が
お
か
れ
た
情
況
や
県
の
対
応
を

想
像
し
た
小
前
た
ち
は
、
宿
預
け
と

な
っ
て
い
る
2
人
の
名
主
の
息
子
で

30
代
の
井
口
庄
司
と
平
井
虎
之
助
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
格
的
に
門
訴
決

行
に
動
き
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
再
び
八
反
歩
に
集
合

し
て
、
約
500
人
が
青
梅
街
道
を
県
庁

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
一
方
、
村
役

人
た
ち
は
妥
協
も
や
む
を
得
ぬ
と
考

え
、
村
人
を
説
得
す
る
と
申
し
出
て

い
ま
し
た
。
宿
預
け
を
解
か
れ
帰
村

し
は
じ
め
ま
す
が
、
す
で
に
小
前
た

ち
が
村
を
出
発
し
た
こ
と
を
知
り
、

内
藤
新
宿
の
町
役
人
な
ど
に
頼
ん
で

彼
ら
の
行
動
を
止
め
よ
う
と
し
ま
し

た
。
村
人
た
ち
は
淀よ

ど

橋
で
町
役
人
が

築
い
た
大
八
車
等
の
バ
リ
ケ
ー
ド

に
行
く
手
を
阻
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
部
は
迂
回
し
て
小
石
川
を
経

て
昌し

ょ
う
へ
い平
橋
を
渡
り
、
100
人
ほ
ど
が
夜

中
に
県
庁
前
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

本
格
的
な
一
揆
の
「
強ご

う
そ訴
」
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
門
外
か
ら
嘆
願
し
続
け
ま

し
た
が
、
県
の
兵
士
が
襲
い
か
か
り
、

門
前
の
掘
割
（
川
）
に
飛
び
込
む
な

ど
し
て
逃
げ
損
ね
た
50
人
ほ
ど
が
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。

事
件
の
そ
の
後

　

１
月
13
日
か
ら
は
、
事
件
の
首
謀

者
探
し
が
始
ま
り
、
知
事
を
先
頭

に
役
人
や
兵
士
が
村
々
に
大
挙
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
逮
捕
さ
れ
た
首

謀
者
や
そ
の
家
族
は
、
厳
し
い
拷
問

を
受
け
、
亡
く
な
る
人
も
出
ま
し
た
。

　

門
訴
参
加
者
に
対
す
る
過
酷
な
仕

打
ち
を
民
部
省
や
弾だ

ん
じ
ょ
う
だ
い

正
台
（
警
察
機

関
、
明
治
４
年
に
司
法
省
設
置
で
廃

止
）に
訴
え
る
者
も
出
て
、
知
事
な

ど
も
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
社
倉
の
負

担
割
合
が
緩
和
さ
れ
、
免
除
さ
れ
る

者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
古
賀
知
事

は
役
を
解
か
れ
て
佐
賀
へ
帰
さ
れ
ま

し
た
。
折
か
ら
の
廃
藩
置
県
で
品
川

県
も
短
命
で
、
社
倉
政
策
は
２
年
で

終
わ
り
ま
し
た
。
徴
収
さ
れ
た
社
倉

積
立
金
も
、
地
域
差
が
あ
り
ま
す
が
、

村
に
返
金
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

門
訴
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
の
12
カ
村
は
死
者
６

人
（
上
保
谷
新
田
は
２
人
）、
負
傷

者
多
数
を
出
し
、
宿
預
け
の
経
費
等

の
負
担
も
重
か
っ
た
の
で
、
子
孫
が

「
御
門
訴
一
揆
」を
誇
る
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

史
実
を
後
世
に

　

こ
の
抵
抗
の
事
実
を
伝
え
る
史
料

の
ひ
と
つ
に
、『
む
さ
志
野
の
涙
』が

あ
り
ま
す
。
著
者
の
神こ

う
や
ま
へ
い
ざ
え
も
ん

山
平
左
衛
門

は
、
16
歳
で
門
訴
に
加
わ
り
、
後
年
、

自
由
民
権
運
動
を
経
験
し
た
後
、
県

庁
ま
で
行
け
ず
に
途
中
で
終
わ
っ
た

自
身
の
行
動
や
そ
の
後
の
伝
聞
を
書

き
残
し
ま
し
た
。

　

上
保
谷
新
田
の
共
同
墓
地
（
現
新

町
二
丁
目
）の
招し

ょ
う
こ
ん
と
う

魂
塔
、
関
前
新
田

の
倚い

そ
う
ひ

鍤
碑
（
現
武
蔵
野
市
八
幡
町
三

丁
目
）な
ど
、
地
域
の
中
に
は
事
件

を
今
に
伝
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
た
ず
ね
歩
く
と
、
自
ら

の
体
験
や
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
つ

づ
っ
た
神
山
平
左
衛
門
の
気
持
ち
や
、

抵
抗
の
前
面
に
出
た
名
主
た
ち
の
思

い
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

150
年
前
に
こ
の
地
域
で
起
き
た
民

衆
運
動
。
そ
の
史
実
を
大
切
に
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一
五
〇
年
前
の
「
御
門
訴
事
件
」

　
～
人
々
は
何
を
考
え
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
～

増
田
惠
津
子（
御
門
訴
事
件
を
伝
え
て
ゆ
く
会
）

ご
　
　
も
　
　
ん
　
　
そ

門
訴
と
は

　

近
世
の
百
姓
一
揆
な
ど
に
み
ら

れ
る
違
法
な
訴
願
の
一
つ
の
形
態
。

大
勢
の
者
が
、
領
主
の
屋
敷
等
の

門
前
に
押
し
か
け
て
訴
え
る
こ
と

や
そ
の
訴
状
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

屋
敷
内
に
な
だ
れ
こ
ん
だ
場
合

は
、「
強
訴
」と
さ
れ
、
首
謀
者
は

よ
り
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま
し
た
。

※
３
面
で
、
御
門
訴
事
件
に
ゆ
か

り
の
あ
る
場
所
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

※
柳
沢
公
民
館
で
は
、
1
月
に
御

門
訴
事
件
に
関
す
る
講
演
会
と

ロ
ビ
ー
展
示
を
行
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
２
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。



2020.1 .1 （2）西東京市公民館だより

時 土曜日10時～ 12時　全７回
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 33人（申込順）
講 戸

と べ

邉秀明（東京経済大学経済学部准教授）
 ※第1～ 3回、第5～ 7回
申 １月６日（月）10時から電話かメールで柳沢公民館へ

時 １月26日（日）14時～ 16時半
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 60人（申込順）
講 渡辺尚志（一橋大学大学院社会学研究科教授）
申 １月６日（月）10時から電話かメールで柳沢公民館へ
※郷土史講座「御門訴事件150 年～江戸から明治、

この地域の人々は何を考え、行動したのか～」の第
４回として、公開で行います。

時 ２月11日（火・祝）
　 ①10時～　②11時～
場 田無公民館
対 市内在住・在学の小学生
　 ※１～３年生は要送迎。 

　保護者の見学可。
定 各12人（申込順）
講 山賀紳司 （シニア情報生活アドバイザー )
申 １月６日（月）10時から電話で田無公民館へ

時 2月9日 ( 日 )
　 13時～ 15時半
場 ひばりが丘公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 50人（申込順）
講 阿部伸一（不登校専門カウン

セラー・株式会社 REO 代表
取締役）

申 1月6日（月）10時から電話かメールでひばりが丘
公民館へ

　 ※育成会ひばりとの共催

時 14時～ 16時
場 保谷駅前公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 25人（申込順）
申 1月7日（火）午前10時から

電話かメールで保谷駅前公
民館へ

時 １月19日（日）～ 26日（日）
　 ※最終日は17時まで
場 柳沢公民館
※御門訴事件については、今月号の一面特集で取り

上げています。

　ひめゆり学徒隊の引率教師であり、戦後、琉球大学
で教鞭をとった仲

な か そ ね せ い ぜ ん

宗根政善氏が、1953年から1987年
の間に記した “ひめゆり学徒隊に関する日記”を読む
ことを中心として、沖縄の現代史を見つめます。

　社会の在り方が大きく変わった幕末維新期。当時の日
本人の約８割は「百姓」でした。大半の人たちの先祖であ
る百姓の目線から、幕末維新を見直します。
　そして、その視点から、御門訴事件について考えます。

　プログラミング教育ロボット「OZOBOT（オゾボッ
ト）」でパソコンを使わずに「プログラミング」を体験
します。ボランティアがサポートします。

　柳沢公民館には、知的に障がいのある方が、仲間
と一緒に余暇活動を行うくるみ学級があります。学
級では、調理、音楽、スポーツなどの活動を通じて仲
間との交流を深めます。
　詳細については、柳沢公民館へお問い合わせくだ
さい。

【活動日】
土曜クラスと日曜クラスの２クラスがあります。
原則として、土曜クラスは第2・4土曜日、日曜クラ
スは第２・４日曜日の午後、活動しています。

【対象者】
18歳以上の市内在住者で、日常生活において概ね介
助を必要とせず、かつ、自ら意思表示が可能な方

【募集人員】
若干名

　聴覚障がいの程度は、人によってさまざま。聴覚
障がいを身近に感じ、理解を深めましょう。

　郷土史講座の関連企画として、御門訴事件の背景
や経過、事件のその後等について、「御門訴事件を
伝えてゆく会」が調べ、作成した資料を展示します。
　犠牲者を出した御門訴事件。この地域の新田村
の人々は、なぜ、「門訴」という行動を起こしたのか。
何を訴えたのか。門訴の後、村人に対して何が行
われたのか…。
　私たちのまちの民衆の歴史にふれてみませんか。

　子どもから「学校に行きたくない」と言われた時に親
としてどう対応すべきか、みんなで考えてみませんか。

個人史から学ぶ沖縄の現代史
～ひめゆり学徒隊引率教師・仲宗根政善の戦後～

幕末維新期の村と百姓

くるみ学級の学級生を募集します

小学生プログラミング体験会
～ロボットを、紙とマジックで自在に動かしてみよう～

【共催事業】
不登校でもイイじゃん！

～不登校に悩む子どもたちに寄り添うために～

聴覚障がいについて学び
コミュニケーション方法を知ろう

御
ご も ん そ

門訴事件150年
～江戸から明治、この地域の人々は何を考え、行動したのか～

柳沢

柳沢

田無

柳沢

ひばりが丘

保谷駅前

柳沢

現代社会を考える講座

郷土史講座公開講演会

異世代交流

子どもの課題を考える講座

ハンディキャップ講座

郷土史講座ロビー展示

回 月日 内容 講師

1 2 月 ６ 日
（木）

障害って何だろう
・障害？　障がい？　障碍？
・ワークショップ「障害はどこにある」

田島誠一（特定非
営利活動法人東京
YWCA ヒューマン
サービスサポート
センター理事長）2 2 月13 日

（木）

誰も排除しない
 ・・包摂する・・社会をめざす
・あなたは、私は、何ができるでしょう。

3 2 月20 日
（木） 手話サークル紹介・体験

手話サークル
山
さ ざ ん か

茶花の会
たんぽぽ手話
サークル

4 2 月26 日
（水）

現役ラジオパーソナリティによる
ハツラツとした声の出し方・伝え方

小山千春（エフエ
ム西東京 パーソ
ナリティ）

回 月日 テーマ

1 １月 25 日
はじめに：
仲宗根日記を読むための準備
～沖縄戦体験を中心に～

2 2 月 1 日 日記以前の戦後
～沖縄のための教育を求めて～

3 2 月 8 日 1950・60 年代
～弾圧と抵抗の渦中で～

4 2 月15 日 交流と振り返り

5 2 月22 日 復帰前後
～激動がよびさます記憶～

6 2 月29 日 1970・80 年代
～戦争体験の風化に抗して～

7 3 月14 日 まとめの議論：
私たちは、いまどこに立っているか

場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 50 人（申込順）

申 1月16日(木)9時から平日9時～
17時に電話で柳沢公民館へ

申 1月8日(水)9時から平日9時～
17時に電話で柳沢公民館へ

1月31日（金）19時～
監督：富樫 森
出演：竹之内豊　水野美紀　ほか

1月15日（水）14時～
監督：ユエン・ウービン 
出演：ジャッキー・チェン
　　　ユエン・シャオティエン　ほか

（2008 年 / 日本 /1時間55分）（1978 年 / 香港 /1時間51分）

ムービールーム柳沢柳沢

「あの空をおぼえてる」「酔拳」

申し込みが

必要
です※原則として1人で複数の申し込みはできません。

　開場時間は上映開始時間の30分前です。

　

畑
や
緑
地
な
ど
自
然
の
恵
み
豊

か
な
保
谷
駅
周
辺
。
小
さ
な
袋
を

た
ず
さ
え
、
立
ち
止
ま
っ
て
は
木
の

実
を
拾
っ
た
り
虫
を
観
察
す
る
息
子

に
「
何
か
い
い
も
の
見
つ
け
た
？
」と

道
行
く
人
が
に
こ
や
か
に
声
を
か
け

て
く
れ
る
安
心
さ
も
こ
の
街
の
魅
力

で
す
。
好
奇
心
旺
盛
な
息
子
は
、
草

の
繁
る
脇
道
や
暗あ

ん
き
ょ渠
の
上
な
ど
を
好

ん
で
歩
く
の
で
す
が
、
そ
ん
な
気
ま

ま
な
お
散
歩
で
、
花
苗
を
売
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ハ
ウ

ス
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
季
節
の
花
々

は
、
ど
れ
も
格
安
で
気
軽
に
寄
せ
植

え
が
楽
し
め
、
一
緒
に
選
ん
だ
花
苗

に
息
子
も
張
り
切
っ
て
水

や
り
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

食
い
し
ん
坊
の
私
た
ち
、

市
内
あ
ち
こ
ち
の
直
売
所

で
旬
の
野
菜
や
果
物
を

“
チ
ャ
リ
ン
”と
買
う
こ
と

も
。
何
よ
り
う
れ
し
い
の
は
、
自
分

で
収
穫
体
験
が
で
き
る
こ
と
。
春
は
、

タ
ケ
ノ
コ
堀
り
、
夏
は
農
園
で
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
、
秋
冬
は
、
い
ろ

ん
な
お
芋
や
人に

ん
じ
ん参
、
大
根
な
ど
の
根

菜
掘
り
。
小
さ
な
頃
か
ら
泥
ん
こ
に

な
っ
て
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
息
子
も

収
穫
を
す
る
顔
つ
き
は
真
剣
そ
の
も

の
。
そ
し
て
、
や
は
り
自
分
の
力
で

採
っ
た
も
の
は
お
い
し
さ
も
格
別
！

　
「
こ
れ
、
そ
う
ち
ゃ
ん
が
採
っ
た
ん

だ
よ
」と
食
卓
も
賑
や
か
で
す
。「
タ

ケ
ノ
コ
い
つ
生
え
る
？
」。
春
が
待
ち

遠
し
い
我
が
家
…
。
地
域
の
自
然
や

人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
タ
ケ
ノ

コ
の
よ
う
に
す
く
す
く
し
な
や
か
に

成
長
し
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。紹介してくれた人

資
や す

子
こ

さん・奏
そ う す け

裕くん４歳

【まちがいさがし・答え】
①右手のバナナ  ②右目  ③左目  ④口の形  ⑤左腕の傷跡
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時とき 場ところ 対 内 講 申服持￥対象 内容 講師 申込服装持ち物費用等定 連定員 連絡先

福井かな子
（ひばりが丘在住）

【材料】
サツマイモ	 300ｇ（中１本）
砂糖	 50ｇ
白玉粉	 50ｇ
白ごま	 適量

【作り方】
①サツマイモは皮をむき、一口大に切っ
て、やわらかくふかす。

②やわらかく蒸し上がったサツマイモを
バットに並べ、砂糖と水に溶かした白
玉粉を加えてつぶす。

③つぶしたサツマイモを直径２cmの団
子状に丸める。

④サツマイモの団子を180 度に熱した
油できつね色になるまで揚げる。

⑤白ごまをまぶしてできあがり。

王
ワン

さんが紹介してくれま
した。
王さんは、中国湖南省（毛沢
東の故郷です）の出身です。
現在、柳沢公民館の「子育て
中の外国人女性のための日
本語講座」で学んでいます。

紅
ホ ン シ ュ ワ ン ズ

署丸子（中国）

世界の料理
一言メモ
　母がよくつくってくれ
たふるさとのおやつです。
紅あずまや安納芋のよ
うなねっとりしたさつま
いもが向いています。
　母に教わったとおりにつくっても、母と同じ味
にはなりません。何が足りないのかな？　でも、
家族はおいしいと言って、たくさん食べてくれ
ます。

　

山
本
崇
雄
氏
を
講
師
に
延
べ
63
人

が
、
な
ぜ
「
教
え
な
い
授
業
」
が
学

力
を
伸
ば
す
の
か
、
家
庭
で
で
き
る

「
教
え
な
い
授
業
」を
テ
ー
マ
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

・
間
違
え
る
こ
と
が
ダ
メ
で
は
な
く
、

間
違
い
を
可
能
性
と
と
ら
え
る
。

・
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
力
、

人
と
う
ま
く
か
か
わ
る
力
、
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
を
つ
け
る
。

・
学
校
や
先
生
に
依
存
せ
ず
、
自
律

し
た
学
び
が
家
庭
で
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
親
に
で
き
る
こ
と

と
し
て
、
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
学
び
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

を
取
り
入
れ
る

・
子
ど
も
を
育
て
る
4
つ
の
大
き
な

視
点
と
し
て
、
1
．視
点
を
未
来

に
繋
げ
る
、
2
．学
び
を
リ
ア
ル

な
社
会
課
題
に
つ
な
げ
る
、
3
．

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
、
4
．続
け
る

た
め
の
心
構
え
が
あ
る
。

・
学
力
は
や
り
た
い
を
見
つ
け
た
ら

伸
び
る
。

　

講
座
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。

・
思
っ
て
い
た
よ
り
家
庭
だ
け
で
な

く
世
界
に
向
け
て
の
話
で
驚
い
た
。

・
生
徒
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に

授
業
を
い
か
に
面
白
く
す
る
か
が

重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・
も
っ
と
知
り
た
い
と
気
づ
く
話
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。

・
学
校
の
せ
い
に
せ
ず
、
自
律
し
て

学
ぶ
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
事
に
、
大
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

・
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
学
べ
る
環

境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
今
後
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
き

た
い
。

・
子
ど
も
の
教
育
は
、
学
校
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭

や
地
域
も
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
て
、
公
民
館
と
し
て
意
義
の
あ

る
講
座
だ
と
思
っ
た
。

メールでの
講座申込方法

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏

ふ り が な

名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送りま
す。届かない場合はお
手数ですが、電話でお
問い合わせください。

　

音
楽
は
耳
で
楽
し
む
も
の
、
み
な
さ

ん
そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

私
も

ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
耳
の
不
自
由
な
娘
を
産
ん
で
手
話

に
出
会
い
、
そ
し
て
手
話
で
表
現
す
る

音
楽
を
見
て
、
私
は
新
し
い
音
楽
の
楽

し
み
方
を
知
り
ま
し
た
。
た
だ
歌
詞
に

手
話
を
つ
け
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表
情
や
視
線
な
ど
手
と
身
体
を
使
っ
て

こ
ん
な
に
も
表
現
豊
か
に
な
る
の
だ
と

心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
曲
は
、

H
A
N
D
	S
I
G
N
の
「
僕
が
君
の
耳

に
な
る
」と
「
こ
の
手
が
奏
で
る
あ
り
が

と
う
」で
す
。
聴
こ
え
な
い
彼
女
と
聴

こ
え
る
彼
、
聴
こ
え
な
い
両
親
と
聴
こ

え
る
娘
、
実
際
に
あ
っ
た
話
を
元
に
作

ら
れ
た
曲
で
す
。

　

聴
こ
え
な
い
こ
と
は
外
見
だ
け
で
は

わ
か
り
に
く
く
、
大
変
理
解
さ
れ
に

く
い
障
害
で
す
。
聴
こ
え
の
状
態
も
人

そ
れ
ぞ
れ
、
育
っ
た
環
境
で
手
話
を
母

語
に
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
聴
こ
え
る

世
界
で
生
き
て
き
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
健
聴
者
で
す
が
娘
２
人

は
難
聴
者
で
す
。
娘
の
障
害
が
わ
か
っ

た
時
は
二
度
と
自
分
が
音
楽
を
楽
し
ん

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
聴
こ
え
な
い
人
は
音
楽
を
楽
し
め
な

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
手
話

歌
に
出
会
っ
て
そ
の
考
え
は
間
違
っ
て

い
た
ん
だ
な
と
気
付
き
ま
し
た
。
手
話

を
知
ら
な
く
て
も
き
っ
と
そ
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
る
は
ず
で
す
。

　

ど
う
ぞ
み
な
さ
ま
も
H
A
N
D　					

S
I
G
N
の
手
話
歌
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ

「
僕
が
君
の
耳
に
な
る
」

H
A
N
D
 S
I
G
N

申
請
す
る
に
は

■
申
込
締
切
日

　

１
月
17
日
（金）

　

令
和
２
年
度
の
学
習
支
援
保
育
を

希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
１
月
17
日

（金）
ま
で
に
活
動
を
希
望
す
る
公
民
館

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
、
担
当
者
が
活
動
内
容
等
を
確

認
し
た
上
で
、
必
要
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
必
要
書
類
提
出
期
限

　

２
月
28
日
（金）	

17
時

学
習
支
援
保
育
の
対
象
・
内
容

　

学
習
支
援
保
育
は
、
毎
月
継
続
的

に
公
民
館
で
学
習
活
動
を
行
っ
て
い

る
市
民
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
す
。

　

平
日
の
午
前
中
の
２
時
間
、
生
後

６
か
月
以
上
の
未
就
学
児
を
３
人
以

上
か
ら
保
育
し
ま
す
。
定
員
は
15
人

（
柳
沢
公
民
館
の
み
18
人
）で
す
。
原

則
と
し
て
同
時
に
複
数
の
学
習
支
援

保
育
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
民
館
保
育
室
と
は
？

　

柳
沢
・
田
無
・
芝
久
保
・
谷
戸
・

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
に
は
、「
公
民
館

保
育
室
」が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
を

育
て
て
い
る
市
民
が
学
習
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
学
習

活
動
の
間
、
公
民
館
保
育
員
が
保
育

し
ま
す
。
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
所

で
は
な
く
、
公
民
館
学
習
活
動
の
一

環
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
学
習
に
参
加
し
、
共
に

学
び
社
会
の
一
員
と
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
、
ま
た
乳
幼
児
も
人
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
育
ち
合
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
保
育
室
は
市
民
参
加
の
運

営
を
心
が
け
て
い
る
た
め
、
学
習
支

援
保
育
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

定
期
的
に
行
う
保
育
室
運
営
会
議
に

主
体
的
に
参
加
し
て
保
育
室
・
学
習

支
援
保
育
の
よ
り
よ
い
運
営
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
細
は
各
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
で
保
育
室
を
利
用
し
な
が
ら
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か

令
和
２
年
度
学
習
支
援
保
育
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

谷
戸
公
民
館
主
催
現
代
的
課
題
を
学
ぶ
講
座

「
家
庭
で
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

令
和
元
年
６
月
29
日
・
７
月
13
日

◇報告◇

上保谷新田
　現在の東伏見五丁目、柳
沢二～四丁目、新町一～六
丁目にかけての地域です。

① 八
は っ た ん ぼ

反歩
　（南町六丁目）
　武蔵野新田１２カ村
の村人たちが、門訴
を行うために、浜町
の品川県庁へ向かお
うと集合した場所で
す。田無村にありま
した。

③ 倚
い そ う ひ

鍤碑（武蔵野市八幡町三丁目）
　御門訴事件を記録し、
あわせて井口家の犠牲
者を慰霊するために明
治27年に建立されま
した。碑文は、自由民
権運動家、初代衆議院
議長であり、名文家と
して知られる中島信行
によって書かれました。

② 招
しょうこんとう

魂塔（新町二丁目）
　上保谷新田の共同墓地（しらし窪墓地）にあ
ります。
　明治12（１８７９）年に新田の「総村中」が建
立しました。建立の趣旨は記されていません
が、御門訴事件の犠牲者の慰霊碑とされてい
ます。裏や台座に上保谷新田の村人たちの名
が刻まれています。
　門訴当日のリーダーであった平井虎之助（の
ちの週作）が土地を提供して、村内に散在して
いた事件関係者のお墓を集めて共同墓地とし、
招魂塔を建立したと伝えられています。

④ 真蔵院
　（小金井市関野町二丁目）
　門訴を行った武蔵野新田
12 カ村の村役人等が、集
まって協議したお寺です。

西東京市周辺の
御門訴事件ゆかりの場所
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コ
ー
ル
田
無
／
参
加
費
500
円（
資
料
代

含
む
）

木
目
込
み
で
節
句
の
人
形
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か

木
目
込
み
人
形
や
よ
い
会

　

お
手
頃
な
価
格
の
ミ
ニ
お
ひ
な
さ

ま
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
か
わ

い
い
動
物
も
あ
り
ま
す
。

１
月
16
日

（木）
・
30
日

（木）
／
10
時
～
12

時
／
保
谷
駅
前
公
民
館
／
持
ち
物
：

エ
プ
ロ
ン
・
お
し
ぼ
り
・
木
目
込
み

ヘ
ラ
・
ヤ
ス
リ
・
木
工
ボ
ン
ド 

／

材
料
費
２
千
円
～

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

N
P
O
法
人
ま
ち
か
ど
保
健
室

　

子
ど
も
は
体
を
動
か
し
て
あ
そ
ぶ

こ
と
が
大
好
き
で
す
。
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、
子
ど
も
も

親
も
楽
し
ん
じ
ゃ
お
～
！

１
月
25
日

（土） 

／
９
時
半
～
11
時
／

ひ
ば
り
が
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
／
講

師
：
名
取
い
ず
み
（
み
ど
り
保
育
園

保
育
士
）／
対
象
：
１
～
３
歳
の
幼

児
と
保
護
者
／
持
ち
物
：
タ
オ
ル
・

飲
み
物
／
要
予
約

色
鉛
筆
画
作
品
展

パ
レ
ッ
ト
色
え
ん
ぴ
つ

　

色
鉛
筆
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

画
風
で
さ
ま
ざ
ま
な
題
材
を
描
き
ま

し
た
。
色
鉛
筆
の
可
能
性
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

長
期
化
す
る
ひ
き
こ
も
り
の
当
事

者
と
親
の
「
不
安
」
か
ら
抜
け
出
す

た
め
に
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
み
ま
せ
ん
か
！

時 

２
月
２
日

（日） 

14
時
～
16
時
半

場 

田
無
公
民
館

定 

60
人
（
申
込
順
）

講 

阿
部
達
明（
東
京
都
就
労
訓
練
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

申 

電
話
か
メ
ー
ル
で
左
記
へ

新
春
俳
句
バ
ト
ル
in
田
無蘖

ひ
こ
ば
え

俳
句
会

　

大
人
の
行
う
俳
句
甲
子
園
で
す
。

俳
句
を
知
ら
な
い
人
も
見
て
、
聴
い

て
楽
し
め
ま
す
。
言
葉
の
お
も
し
ろ

さ
を
み
ん
な
で
感
じ
ま
し
ょ
う
。

１
月
11
日

（土）
／
13
時
半
～
15
時
半

／
田
無
公
民
館
／
中
田
☎
042
・
466
・

０
７
５
０

新
春
特
別
講
座

講
演
と
二
胡
演
奏

N
P
O
法
人
東
京
雑
学
大
学

　

河
東
哲
夫
氏
（
元
外
交
官
）
に
よ

る
講
演
「
意
味
が
解
体
し
た
世
界
を

生
き
延
び
る
」と
楊
智
二
胡
楽
団
に

よ
る
二
胡
演
奏
。

１
月
16
日

（木）
／
13
時
半
～
16
時
／

公
民
館
運
営
審
議
会

※
希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

時場内連

お
た
の
し
み
川
柳

編

集

後

記

記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
5
つ
。
解
答
は
2
面
下
に
。

1
月
22
日

（水） 

18
時
半
～

柳
沢
公
民
館

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

柳
沢
公
民
館

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

１
月
29
日

（水）
～
２
月
２
日

（日）
／
10

時
～
17
時
（
最
終
日
16
時
ま
で
）／ 

柳
沢
公
民
館

コ
ー
ル　

フ
ァ
ミ
リ
ア

女
声
合
唱
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
大
切
に

日
本
の
名
曲
な
ど
練
習
。初
心
者
歓
迎
。

毎
週
月
曜
日
／
13
時
半
～
15
時
半
／

田
無
公
民
館
ほ
か
／
月
額
５
千
円
／

花
み
ず
き

頭
を
使
っ
て
健
康
麻
雀
し
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！
応
募
待
ち
ま
す
。

毎
週
日
・
水
曜
日
／
13
時
～
18
時
／ 

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

ト
リ
ム
カ
ン
ナ

健
康
体
操
。
健
康
な
毎
日
の
た
め
に

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

月
４
回
水
曜
日
／
15
時
～
16
時
45
分

／
け
や
き
小
学
校
体
育
館
／
入
会
金 

千
円
・
月
額
２
千
円

秀
邦
会

60
歳
以
上
の
方
限
定
の
民
謡
会
で
す
。

初
心
者
大
歓
迎
。
一
度
見
学
を
。

月
４
回
火
曜
日
／
13
時
半
～
15
時
半

／
ひ
ば
り
が
丘
福
祉
会
館
／
月
額
千 

円
／
60
歳
以
上
対
象

東
京
さ
ざ
ん
か
倶
楽
部

野
球
の
好
き
な
方
、
経
験
の
あ
る
方
、

初
心
者
の
方
、
大
歓
迎
。

毎
週
月
・
水
曜
日
／
９
時
～
12
時

／
ひ
ば
り
が
丘
総
合
運
動
場
（
ひ
ば

り
ア
ム
）／
入
会
金
３
千
円
・
月
額 

２
千
500
円
／
60
歳
以
上
対
象

西
東
京
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

手
品
奇
術
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
あ

な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
れ
ま
す
。

月
２
回
日
曜
日
／
13
時
～
16
時
／
田

無
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月
額 

千
円

谷
戸
気
功
太
極
拳

健
康
作
り
に
太
極
拳
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

毎
週
土
曜
日
／
10
時
～
12
時
／
谷
戸

公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
千
円 

陶
心
会

世
界
に
一
つ
の
物
、
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
自
由
な
発
想
で
創
作
活
動
中
。

第
２
土
曜
日
、
第
２
・
３
火
曜
日
／

13
時
～
18
時
／
芝
久
保
公
民
館
／
入 

会
金
千
円
・
月
額
２
千
円

ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

と
っ
さ
の
一
言
を
英
語
で
話
そ
う
。

月
２
回
月
曜
日
、
水
曜
日
、
木

曜
日
の
い
ず
れ
か
／
10
時
～
12

時
／
田
無
公
民
館
／
入
会
金
千 

円
・
月
額
２
千
円

東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

還
暦
軟
式
野
球
チ
ー
ム
。
楽
し
く
プ

レ
ー
し
た
い
方
、一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

毎
週
火
曜
日
／
9
時
～
12
時
／
試

合
・
土
曜
日
不
定
期
／
ひ
ば
り
が

政
治
・
経
済
の
か
け
ひ
き
材
料
に

さ
れ
る
辺
野
古
問
題

「
ヒ
ロ
シ
マ
」に
学
ぶ
会

　

沖
縄
の
現
状
を
知
り
、
辺
野
古
か

ら
見
え
る
沖
縄
問
題
の
現
実
と
歴
史

に
つ
い
て
ご
一
緒
に
考
え
、
意
見
交

換
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

時 

１
月
12
日

（日） 

14
時
～
16
時
半

場 

柳
沢
公
民
館

定 

80
人
（
先
着
順
）

講 

野
中
大
樹
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

連
続
講
座
「
非
軍
事
国
家
へ
の
道

～
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
戦
略
」

ピ
ー
ス
ナ
ウ
西
東
京

　

台
風
19
号
の
上
陸
に
よ
り
公
民
館

が
臨
時
休
館
し
た
た
め
中
止
し
た
第

１
回
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時 

１
月
18
日

（土） 

14
時
～
16
時

場 

柳
沢
公
民
館

定 

80
人
（
先
着
順
）

講 

伊
藤 

真（
弁
護
士
）

内 

９
条
の
防
衛
戦
略

￥ 

100
円
（
資
料
代
・
広
告
代
）

ひ
き
こ
も
り
と
ア
ド
ラ
ー
心
理
学

～
ひ
き
こ
も
り
に
よ
る
不
安
を
ア

ド
ラ
ー
心
理
学
で
考
え
て
み
る
～

　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｏ（
共
歩
）

　

公
民
館
と
の
出
会
い
は
13
年
前
。
学

習
支
援
保
育
付
き
の
講
座
に
参
加
し
、

そ
の
あ
と
学
習
支
援
保
育
付
き
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
は
メ
ン

バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た

の
で
保
育
を
卒
業
し
、
公
民
館
で
サ
ー

ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
支
援
保
育
を
上
の
子
は
２
歳
か

ら
、
下
の
子
は
生
後
６
カ
月
か
ら
幼
稚

園
入
園
ま
で
利
用
し
ま
し
た
。　

　

今
、
子
ど
も
た
ち
は
中
３
、
小
６
に

な
り
、
自
分
の
時
間
も
た
っ
ぷ
り
持
て

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
時
は
、

常
に
子
ど
も
と
一
緒
、
子
ど
も
優
先
の

生
活
で
す
。
安
心
で
き
る
場
所
、
信
頼

で
き
る
保
育
員
さ
ん
に
子
ど
も
を
預
け
、

た
っ
た
２
時
間
で
す
が
自
分
の
学
び
の

た
め
に
費
や
せ
る
時
間
を
持
て
た
こ
と

は
、
今
思
っ
て
も
大
変
貴
重
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
を
呼
ぶ
た
め
に
連
絡
を

取
っ
た
り
、
講
座
の
企
画
を
し
た
り
、

メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
り
教
え
あ
っ
た

り
、
そ
う
い
う
活
動
は
子
育
て
中
と
い

う
制
限
の
中
で
社
会
と
つ
な
が
る
一
歩

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
を
元
に
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
方
々
も
た
く
さ
ん
い
ま
す

し
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
積
極
的
に

活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
学
習
支

援
保
育
付
き
サ
ー
ク
ル
出
身
の
方
が
何

人
も
い
ま
す
。

　

地
域
の
底
力
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
育
児
中
の

方
た
ち
に
、
こ
の
制
度
を
知
っ
て
も
ら

い
、
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

※タッチの違いや色の濃淡は間違いに含みません。

今
月
の
お
題
「
初
」

3
月
号
の
お
題

締  

切

 「 

節 

」
で
す

1
月
24
日

（金）

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

初
打
ち
で
飛
ん
だ
ボ
ー
ル
は
二
日
酔
い	

長
夫

初
湯
浴
び
頑
張
れ
介
護
母
愛
し	

ひ
ば
り	

初
孫
と
過
ご
す
正
月
奪
い
合
い	

森
島
美
音
子

1月５日　いちごの日
　いちご（1・5）世代と言われる高校受験を
控えた 15 歳の少年少女にエールを送る日。
学習塾が冬休み中の生徒のやる気を出させ
るために制定したといわれています。

【作画者】田中奨竜（中学2 年生）

　

150
年
前
、
こ
の
地
域
で
壮
絶
か
つ

緊
迫
し
た
事
件
が
あ
っ
た
と
知
っ
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、

史
実
で
あ
る
。
不
出
来
な
語
り
部
だ

が
、
私
も
伝
え
て
い
き
た
い
。   

（詩）

公
運
審
委
員　

小
沼
純
子

学
習
支
援
保
育
と
地
域
活
動

時とき 場ところ

丘
総
合
運
動
場
（
ひ
ば
り
ア
ム
） 

／
月
額
千
500
円

田
無
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
を
中
心
に
ギ
タ
ー
の

合
奏
。
入
会
２
カ
月
無
料
。
見
学
可
。

第
２
・
４
木
曜
日
／
10
時
～
12
時
／

谷
戸
公
民
館
ほ
か
／
月
額
２
千
500
円 

T
I
C
日
本
語
教
室

外
国
人
学
習
者
増
加
の
た
め
日
本
語

学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
／
18
時
50
分
～
20
時 

半
／
田
無
庁
舎
ほ
か

※
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

定定員 連連絡先内内容 講講師 ￥費用等 申申込

3
月
1
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
日

は
、1
月
20
日

（月）
で
す
。


